
 

 
 

病院を受診された患者さまへ 
当院では機関⻑の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 
本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、診療情報等を研究⽬的に利⽤または提供されること

を希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 
 

研究課題名 
（研究番号） 

再建術を要した頭頸部癌患者の術後 6 分間歩⾏距離に関連する因⼦の検討
〜症例対照研究〜 

当院の研究責任者 
（所属） 

所属：琉球⼤学病院 リハビリテーション部 
⽒名：⼤屋祐輔 

他の研究機関および 
各機関の研究代表者 該当なし 

本研究の⽬的 

6 分間歩⾏負荷試験にて評価される 6 分間歩⾏距離(6-minute walk 
distance 以下、6MWD) の測定は簡便であり様々な疾患において運動耐容
能評価として広く⽤いられています。6MWD は、癌周術期領域において
も運動耐容能評価として報告されており、術後合併症に関連する因⼦とし
ても報告されています。このことから、6MWD は頭頸部癌患者様におい
ても同様に重要な因⼦であると考えられます。 

しかしながら頭頸部癌領域においては、術後 6MWD に影響を及ぼす因
⼦を検討した報告は確認できません。 

本研究の⽬的は、再建術を要した頭頸部癌術後患者様における術後
6MWD に関連する因⼦を調査、検討することです。 

研究実施期間 研究機関の⻑の許可⽇〜2024 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

調査データ(該当期間) 2019 年 4 ⽉〜2022 年 4 ⽉ 

研究の⽅法 
（利⽤する試料・情報

等） 

●対象となる患者さま 
①2019 年 4 ⽉〜2022 年 4 ⽉に琉球⼤学病院⽿⿐咽喉及び⻭科⼝腔外科

において頭頸部癌に対し予定腫瘍切除術及び⽪弁再建術を施⾏した患者
様 

②術前よりリハビリテーションの依頼があり周術期リハビリテーションを
実施した患者様 

●利⽤する試料・情報 
①基本情報：年齢、性別、⾝⻑、体重、Body Mass Index(以下、BMI)、

診断名、原発部位、病期 stage、喫煙歴、アメリカ⿇酔科学
会における術前⾝体機能分類(America Society of 
Anesthesiologists - Physical Status)、⼊院時Alb、⼊院時
CRP(C-reactive protein)、mGPS(modifaied Glasgow 
Prognostic Score)、⼊院時体重減少量、発症前 BMI、⼊院時
BMI 減少率 

②病歴：呼吸器疾患、循環器疾患、整形外科疾患、脳⾎管疾患 
③⼿術情報・術式：術後診断、再建術の術式(有茎⽪弁、遊離⽪弁) 

⽪弁の種類 有茎⽪弁：⼤胸筋⽪弁、胸三⾓筋部⽪弁 



 

 
 

遊離⽪弁：前腕⽪弁、腹直筋⽪弁、遊離
空腸、広背筋⽪弁、前外側⼤腿⽪弁、腓
⾻⽪弁 

④術中所⾒：⼿術時間、出⾎量 
⑤術後経過：安静期間、ICU 滞在⽇数、呼吸器使⽤⽇数、術後⼼房細動

(Postoperative atrial fibrillation 以下、POAF)の有無、術後
合併症の有無、術後合併症重症度分類(Clavien-Dindo分
類)、離床開始⽇、歩⾏開始時⽇、100m 歩⾏達成⽇、術後在
院⽇数 

⑥⾝体機能評価：握⼒、膝伸展筋⼒、⽚脚⽴位時間、5 回椅⼦⽴ち上がり
時間、4m快適歩⾏時間、快適歩⾏速度 

⑦運動耐容能：6MWT測定の有無、6MWD、Borg Scale 
⑧栄養評価：理想体重、GNRI(Geriatric Nutritional Risk Index)、下腿周径 
⑨体組成評価：全⾝筋量、上肢筋量(左右)、下肢筋量(左右)、体⽔分率、

体脂肪率、四肢筋量、⾻格筋量指数(Skeletal Muscle 
Mass Index以下、SMI) 

 
試料/情報の 

他の研究機関への提供 
および提供⽅法 

ありません。 

試料・情報の⼆次利⽤ ありません。 

個⼈情報の取り扱い 

研究において対象者の情報を扱う際は、個⼈情報とは関係のない符号また
は番号を付して匿名化します。論⽂作成時、学会発表時には個⼈が特定で
きる情報は⼀切⽤いません。また、同意の範囲外において情報の利⽤を⾏
いません。 

本研究の資⾦源 
（利益相反） ありません。 

お問い合わせ先 電話：098-895-1329(リハビリテーション部) 
担当者：松本義弘(まつもと よしひろ） 

備考  
 

2022 年 4 ⽉ 22 ⽇作成 


